
９

お
知
ら
せ

�

�

�

�

�

�

◎
特
選　

＊
共
選

◎
草
津
節
に
合
わ
せ
て
板
で
湯
も
み
す
る
旅
の
記
念
と
勇
気
を
出
し
て　
　
　
　

中
川　

弘
子

（
評
）
草
津
節
を
歌
い
乍
ら
温
泉
で
の
有
名
な
行
事
。
思
い
き
っ
て
参
加
し
て
非
日
常
の
旅
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
作
者
の
『
勇
気
を
出
し
て
』
の
一
と
言
で
こ
の
一
首
が
生
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

親
と
子
が 
互 
に
揚
げ
て
競
ひ
あ
ふ
凧
の
唸
り
は
エ
ー
ル
に
似
た
り　
　
　
　
　

近
藤　
　

糺

か
た
み

　
「
夕
陽
あ
る
限
り
祈
り
は
続
く
だ
ら
う
」夫
の
詩
想
ふ　

落
日
の
海　
　
　
　
　

金
井　

比
佐

　

合
格
の
合
図
磯
よ
り
若
布
舟
へ
腕
た
か
だ
か
と
あ
げ
て
知
ら
せ
る（
受
験
子
）　

安
藤
と
み
子

　

白
梅
の
ひ
い
ふ
う
ま
ど
か
に
咲
く
や 
美 
し
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
爛
漫
の
枝
も　
 

渡
辺　

裕
子

は

　

メ
ヌ
エ
ッ
ト
身
に
満
た
さ
る
る
ア
ル
フ
ァ
ー
波　

蔵
の
ワ
イ
ン
も
醸
さ
れ
お
る
か　
 

鈴
木　

栄
子

　

外
灯
の
光
の
中
を
通
り
過
ぐ
夜
明
け
間
近
に
二
匹
の
狸　
 

岩
渕
寿
々
子

　

ひ
と
吹
き
の
春
の
嵐
に
背
を
押
さ
れ
二
三
歩
よ
ろ
め
く
吾
れ
に
驚
く　
 

石
川
サ
ヨ
子

　

剪
定
せ
し
レ
モ
ン
の
枝
の
枯
れ
て
な
ほ
束
ぬ
る
吾
に
棘
の
抗
ふ　
 

秋
吉
美
代
子

　

見
た
、
聞
い
て
し
ま
っ
た
今
は
そ
こ
か
ら
の
始
ま
り
と
な
る
当
然
な
れ
ど　
 

米
田　

宮
子

◎
初
孫
と
初
顔
合
わ
せ
初
旅
に　
　
　

高
梨　

民
雄

（
評
）
ま
ず
目
に
つ
い
た
の
は
、
五
七
五
の
頭
に

「
初
」
の
字
が
つ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
勿

論
「
初
旅
」
が
季
題
で
あ
る
が
、
偶
然
に
生

ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
年
に
初
め
て

旅
行
す
る
楽
し
さ
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

る
。

　

帰
ら
れ
る
日
も
う
ら
ら
か
や 
御  
用  
邸 

ご 

よ
う 
て
い

伊
藤　

青
嵐

（
評
）
葉
山
町
は
皇
室
の
別
邸
が
あ
る
こ
と
で
昔
か

ら
有
名
で
あ
る
。
時
折
、
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
や
宮
様
が
お 
出 
で
に
な
ら
れ
ま
す
。
こ
の

い

句
に
は
ど
な
た
が
お
帰
り
に
な
ら
れ
る
の
か

省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
が
巧
い
。

　
　

　

顔
ぶ
れ
の 
替 
わ
る
こ
と
な
く
ど
ん
ど
焼
く

か

熊
本　

京
子

　
 
佇 
め
ば
土
の
匂
ひ
や 
下  
萌 
ゆ
る　
　

石
川　

光
子

た
た
ず 

し
た 

も

　

身
に
透
け
る
風
の
白
さ
や
梅
二
月　

片
山　

久
女

　

手
話
の
手
の
流
れ
は 
美 
し
き
春
の
風　

高
梨　

久
子

は

＊
守
る
べ
き
も
の
何
も
な
し
四
月 
馬 
鹿
   
　

多
羅　

空
竹

ば 

か

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選

◎
蕎
麦
食
ひ
に
入
り
鬼
打
ち
豆
貰
ひ 

伊
藤　

青
嵐

（
評
）
蕎
麦
屋
に
入
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
節
分
の
日

で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
に
近
い
日
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
店
の
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て

豆
撒
き
の
鬼
打
ち
豆
を
貰
っ
た
と
い
う
。
た

だ
事
実
を
述
べ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
店
の
一

寸
し
た
心
遣
い
に
う
れ
し
さ
が
見
え
る
と
と

も
に
、
店
の
も
の
と
客
の
や
り
取
り
も
想
像

さ
せ
て
、
あ
た
た
か
味
を
感
じ
さ
せ
る
句
で

あ
る
。

節
分
の
朝
満
月
の
落
ち
ゆ
く
を 

米
田　

宮
子

（
評
）
節
分
は
立
春
の
前
日
。
冬
か
ら
春
へ
の
節
目

に
あ
た
る
。
寺
社
で
は
追
儺
式
、
そ
し
て
豆

撒
き
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
ま
だ
ま
だ
寒
い

こ
の
時
期
、
月
の
落
ち
ゆ
く
さ
ま
を
見
て
、

去
り
ゆ
く
冬
よ
り
も
近
づ
く
春
へ
の
思
い

が
、
か
す
か
な
が
ら
も
認
め
ら
れ
る
。

＊
守
る
べ
き
も
の
何
も
な
し
四
月
馬
鹿 

多
羅　

空
竹

　

真
青
な
空
が
ど
こ
ま
で
梅
の
里 

安
藤
と
み
子

　

春
燈
色
め
き
見
ゆ
る
置
き
屋
か
な 

近
藤　
　

糺

　

勘
助
の
駆
け
し
野
山
や
蕗
の
薹 

川
崎　

虎
康

　

湯
豆
腐
や
い
つ
と
は
な
し
に
国
訛 

熊
本　

京
子

第８１回

　締切は、掲載希望月の前々月末日必着。はがき１
枚に、一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、
電話番号を書いて、企画課「葉山歌壇俳壇係」まで

　

木
古
庭
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
「
カ
キ
ー
ン
」
鋭
い
金
属
音
を
残
し
て
、
白

球
が
空
高
く
舞
い
上
が
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
を

追
い
、
走
り
出
す
少
年
た
ち
。
濃
紺
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
の
胸
に
、
白
地
で
大
き
く
染
め
抜
か

れ
た
「
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
」
の
英
文
字
が

色
鮮
や
か
で
す
。

　

木
古
庭
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
小
学
生
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
当
初
は
「
木
古

庭
サ
ン
ダ
ー
ス
」を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
た
め
、
途
中
か
ら
木
古

庭
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
し
て
独
立
し
、
一
昨

年
、
創
立
二
〇
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
総
勢
二
〇
人
。
男
子

ば
か
り
の
世
界
に
、
ソ
フ
ト
好
き
の
女
子
も

一
人
加
わ
り
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
火
、
水
、
金
曜
日
の
週
三
日
。
放

課
後
、木
古
庭
公
園
に
集
合
し
、夕
刻
ま
で
基

本
プ
レ
ー
主
体
の
練
習
に
励
み
ま
す
。
ま
た
、

週
末
の
土
、
日
曜
日
も
練
習
試
合
や
公
式
戦

で
埋
ま
り
、
休
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
う
ち
の
練
習
量
は
、
と
に
か
く
す
ご
い

で
す
よ
。
専
任
コ
ー
チ
が
四
人
も
い
る
上
に
、

練
習
試
合
だ
け
で
も
、
年
間
で
一
〇
〇
試
合

以
上
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。」と
胸
を
張
る
の

は
監
督
の
三
堀
幸
雄
さ
ん
。
猛
練
習
が
実

り
、
一
昨
年
秋
と
昨
年
夏
の
県
少
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
は
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

木
古
庭
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
特
徴
は
、
部
員

同
士
が
信
頼
し
合
い
、
チ
ー
ム
の
結
束
力
が

固
い
こ
と
で
す
。「
上
級
生
は
下
の
子
の
面

倒
を
よ
く
見
る
し
、
下
級
生
は
兄
貴
分
の
上

級
生
を
憧
れ
と
尊
敬
の
目
で
見
て
い
る
。

チ
ー
ム
と
い
う
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
も
ま
れ
、
磨
か
れ
、
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
ま
す
」
と
三
堀
さ
ん
。

　

六
年
生
部
員
が
三
月
で
『
卒
業
』
し
、
チ
ー

ム
は
新
生
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
し
て
、
四
月
か

ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

「
み
ん
な
の
わ
」は
し
ば
ら
く
お
休
み
し
ま
す
。



１０

広
報
は
や
ま
４
月
号

顔�顔�3月10日教育委員会会議室
で子どもと共に「生命と性」
の大切さを考える機会を持
てるように、産婦人科医の
講演を行いました。

子育て安心教室（思春期）

◆葉山まちづくり館ギャラリー３月展示
　３月１日（木）～３１日（土）１０時～１７時３０分
（休館日はＰ１８の図書館の休日に準ずる）　
図書館２階　「葉山を歩こう・散策マップ展」
町内の見どころを網羅したお散歩コースの紹
介とハンディタイプのマップを展示販売　□問 
�８７６－０４２１　ＮＰＯ法人葉山まちづくり協
会

◆ボーイスカウト葉山第１団「体験
デーキャンプ」参加者募集

　４月８日（日）９時３０分～１４時　葉山第１団
野営場（上山口）　幼稚園年長から　事前登録
制　自然の中でバウムクーヘン作り、ゲーム
など　□問 �８７５－２１１１鈴木

◆定例ボランティア活動
　４月１４日（土）９時３０分から　介護老人福祉
施設「葉山清寿苑」どなたでもどうぞ　□問 �
８７５－６７３４　大熊（町ボランティア連絡協議
会）

◆春の仙元山で野の花を探そう
　４月１４日（土）（雨天時は１５日（日）小雨決行）
１０時「風早橋」バス停集合　対象　小学生と
その家族　４０人（先着順）　テーマ「春の植物」
講師　大前悦宏さん　風早橋バス停→葉山教
会→仙元山頂上→実教寺→消防署→葉山小学
校前バス停　弁当・水筒・雨具など持参　□問 
�８２４－０６８３横須賀三浦教育会館　

◆おやつ・アロマ・絵本・おちゃとらの会
　４月１７日（火）～１９日（木）（いずれか１日都
合の良い日をお知らせください。）１０時～１２時
新井宅（堀内）　１，０００円　お子さんと一緒に
楽しいひとときを過ごしませんか。　□問 �８７６
－３９０２鮎川

◆公開セミナー「禅のこころ」　
　４月２９日（日祝）１３時４５分～１５時１５分　湘南
国際村センター　講師　足立大進老師（円覚

寺派管長）　１００人（先着）　往復ハガキに催し
名・住所・氏名・年齢・電話番号を書いて、
〒２４０－０１９８上山口１５６０－３９湘南国際村協会
　４月１０日（火）締切　□問 �８５５－１８００　湘南
国際村協会

◆憲法記念日上映会「若者たち」
　５月３日（木祝）１３時から　逗子文化プラザ
１，０００円（前売）、８００円（学生）　映画「若者
たち」第１部　□問 �８７３－０１２６長谷川幸生（憲
法記念日上映実行委員）

◆ロフォス寄席（第１１回五月の会） 
落語家林家正蔵（前名：林家こぶ平）ほか

　５月８日（火）１１時３０分から　ロフォス湘南
４５０人（先着）　対象　６５歳以上の町在住者　
弁当あり　ハガキ、ファクスに住所・氏名・
年齢・電話番号を書いて　４月１日（日）から
受付　□問 ロフォス湘南中央福祉学院サービス
室（〒２４０－０１９７上山口１５６０－４４）�８５８－０７２１
�８５８－０７２４）

◆第１７回葉山しおさい杯参加者募集
　５月１２日（土）、１３日（日）、１９日（土）　南郷上
ノ山公園テニスコート　６，０００円（一組）　南
郷上ノ山公園、ラ・ベーラテニスクラブに募
集要項掲示　４月１９日（木）締切　□問 �８７５－
１０５６渡邉（町テニス協会）

◆第１０回葉山俳句連盟吟行会
　５月１７日（木）８時役場前出発～１７時帰着　
箱根吟行駒ヶ岳ロープウェイ利用　２，０００円
（弁当持参）　２９人（先着）　仙石原文化セン
ターで俳句会嘱目３句　４月２５日（水）締切　
□問 �８７５－１２９１三橋（俳句連盟）

◆県立逗子高等学校同窓会総会
　５月２０日（日）１３時　逗子文化プラザさざな
みホール　１，０００円（軽食代）　卒業生によるバ
ンド演奏　□問 �８７３－０４７３宮川（同窓会会長）

◆はやま環境フェスタオーガニック
広場出店者募集

　６月３日（日）（雨天決行）、福祉文化会館
ロータリー　出店料５００円　条件　自然食品
及びその加工品の販売者で、食品衛生責任者
がいること　４月１３日（金）締切　□問 ��８７５
－６８７７阿部

◆中国語（公用語）・英語・勉強会「孫
先生やジェームス先生と会話・文
法・文化を学ぼう」

　火曜日１５時～１６時３０分、木曜日　基礎コー
ス　１７時３０分～１９時、応用コース　１９時３０分
～２１時（その他時間割有）　２，５００円（１回）　
逗子郵便局近隣ほか　家庭的な雰囲気で少人
数の勉強会　異文化交流の楽しい上達　□問 �
８７１－９２４４石橋

◆小学生書道教室
　毎月第１水曜日（月１回・祭日の時は第２・
３水曜日）１５時～１８時　一色小学校別館　２０
人　１，０００円　楷書かなを学習　年１回書道
展に出展　墨汁・紙持参　４月２０日（金）締切
□問 �８７５－２１８６松田翠陽

◆平成２０年歌会始のお題
　平成２０年歌会始のお題は「火」　封書に〒
１００－８１１１　宮内庁「詠進歌」と書いて、９月３０
日（日）締切（消印有効）　宮内庁ホームページ
（http://www.kunaicho.go.jp/１２/d１２-０８.html）
にも掲載　疑問がある場合は、直接、宮内庁式
部職あてに、郵便番号・住所・氏名を書き、返信
用切手を貼った封筒を添えて、９月２０日（木）ま
でに　□問 郵送のみ「〒１００－８１１１　宮内庁」

◆葉山将棋入門サロン　会員募集
　毎月第２・４日曜日　１４時～１６時　葉桜住
宅内自宅　対象　初心者　３，０００円（大人・
３ヶ月）　１，５００円（高校生以下・３ヶ月）　将
棋の話と指導対局・パソコン対局・会員相互
の自由対局　□問 �８７５－８４７８新倉（日本将棋連
盟普及指導員）

◆英語勉強会
　基礎（４月から新規）、水曜日１３時～１４時３０
分　初級（中学英語修了程度）、中級（英検
２級程度）一色小学校または葉山マリーナ近
く　２，０００円（４回／１ヶ月・教科書実費別）
　□問 �８７７－４２６０坂口

◆若葉子供会　会員募集中
　小学１年生～６年生　□問 �８０３－３６１４ 長  南 

ちょう なん

　掲載を希望するときには、掲載したい月の前々
月末日正午までに、企画課（�内線３３３）へお電話
ください。営利目的のもの、宗教・政治色の強い
ものは掲載できません。


